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Abstract

The sea around Okinawa, which is a jurisdiction of the 11th Regional Coast Guard Headquarters, is warm, 

highly transparent and rich with coral reefs. Marine activities, such as diving and snorkeling, are very 

active throughout the year, while there are many underwater cultural heritages and properties found in 

the sea area of Okinawa. However, these underwater cultural heritages and properties are not known 

very well in general. In this report, we review a possibility to register the underwater cultural heritages 

and properties of Okinawa into the Marine Cadastre database operated by Japan Coast Guard in order to 

contribute to the protection of the underwater cultural heritages and properties.

1　はじめに
第十一管区海上保安本部の管轄域である沖縄の
海は，温暖でサンゴ礁が発達し，透明度も高く，
年間を通じて，ダイビングやシュノーケリング等
海洋レジャーが盛んである一方，古くからその地
勢によりアジア諸国や日本との交易も活発で，水
中や沿岸から多くの遺物が見つかっており，また
沈没船も見つかっている．さらに先史時代の貝塚
も沿岸域に数多く，石切り場や魚垣などの生産遺
跡も存在している．
これらの水中や沿岸に存在する遺跡は，一般に
あまり知られていないが，沖縄での活発な海洋レ

ジャーの現状に鑑みると，これらの遺跡が有力な
観光資源となる可能性を秘めている．逆に，海洋
レジャーが活発になるにつれ，これらの遺跡の適
切な管理及び保護がなされる必要がある．このこ
とは平成 25（2013）年 4月に閣議決定された「海
洋基本計画」でも謳われている（内閣官房総合海
洋政策本部，2013）．
海上保安庁では，海洋情報の一元化及び海洋空
間利用の促進を目的に，内閣官房の総合調整下，
関係省庁と協力し，利用者が各海域の状況を迅
速・的確に把握するためのツールとして，地理情
報システム（GIS）を活用した「海洋台帳」の構
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築・運用に平成 24（2012）年から取り組んでいる．
海洋台帳では，利用者が保有するデータを重ね合
わせ表示させる機能が平成 25（2013）年 5 月に
追加されたことから，今回，沖縄における海域の
利用と水中に存在する文化遺産（以下「水中文化
遺産」と記す）の保護に資することを目的に，沖
縄県内の水中文化遺産の海洋台帳への掲載につい
て検討を行った．

2　文化財保護法と水中文化遺産
水中文化遺産は，その取り扱いについて明確な
記載はなされていないが，文化財保護法が適用さ
れるとされている．
文化財保護法では，文化財を「有形文化財」，「無
形文化財」，「民俗文化財」，「記念物」，「文化的景観」
及び「伝統的建造物群」（Fig. 1）と定義し，土地
に埋蔵されている文化財を埋蔵文化財，文化財の
保存・修理に必要な伝統的技術・技能を文化財の

保存技術と呼び，保護の対象としている（文化庁，
文化財）．原則として現状の変更を行うことはで
きず，現状の変更又はその保存に影響を及ぼす行
為について許可が必要とされている．
なお，文化財保護法でいう埋蔵文化財は，文化
財の種類ではなく，文化財の存在する状態を意味
し，「土地に埋蔵されている」という状態には，
土に埋まっているもののみならず水中に没してい
るものも含まれると解釈され（アジア水中考古学
研究所，水中考古学），埋蔵文化財の調査のため
の発掘（第 92 条）及び出土品の出土等により遺
跡と認められるものの発見（第 96 条）に届出が
求められており，罰則規定も設けられている．
また，埋蔵文化財を包蔵する土地として周知さ
れている土地（周知の埋蔵文化財包蔵地）につい
て，周知の徹底を図るための必要な措置の実施に
努めることが，国及び地方公共団体に求められて
いる．
文化財保護法により指定された以外の文化財に
ついても，沖縄県では沖縄県文化財保護条例によ
り，「有形文化財」，「無形文化財」，「民族文化財」
及び「記念物」が指定され，保護が図られており，
各市町村においても同様に文化財が指定され保護
が図られている．

3　水中文化遺産の現状と課題
3.1　水中文化遺産の現状
沖縄県内にある文化財に目を向けると，国指定
の文化財については，文化庁でデータベース化が
行われ一般に公開されており，このデータベース
によると沖縄県内では平成25（2013）年10月現在，
Table 1 に示す文化財が海岸域に存在している（文
化庁，文化庁国指定文化財等データベース）．但
しここでは，ジュゴンやオカヤドカリ等の生物の
天然記念物は含んでいない．
周知の埋蔵文化財包蔵地の実態については約 5
年ごとに調査され，文化庁から埋蔵文化財関係
統計資料として公開されており，平成 24（2012）
年度の資料によれば Table 2 に示すように，沖縄
県内における周知の埋蔵文化財包蔵地のうち海

Fig. 1．  Systematic classification of cultural properties in 
Japan.

図 1．日本の文化財の体系図．
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域にある水中遺跡は 33 件と報告されており，全
国 96 件の約 1/3 を占めている（文化庁文化財部，
2013）．
沖縄県では，沖縄県沿岸域の遺跡の分布状況を
把握するために 2005 年から 2009 年までの 5ヶ年
計画で，沖縄県立埋蔵文化財センターが国庫補
助を受け，「沿岸地域遺跡分布調査」事業を実施
しており，その成果が 2010 年に遺跡地図として
刊行されている（沖縄県立埋蔵文化財センター，
2013）．このプロジェクトでは沖縄県域で 211 ヶ
所の水中文化遺産とその参考地が集成されてい
る．
また，国内の水中文化財の詳細な把握を目的に
2009 年から 2011 年度までの 3ヵ年計画で，特定
非営利活動法人アジア水中考古学研究所が日本財
団の助成を受け，海の文化遺産総合調査プロジェ
クト「水中文化遺産データベース作成と水中考古
学の推進」を実施しており，南西諸島海域の成果
が 2013 年に刊行されている（アジア水中考古学
研究所，2012）．このプロジェクトでは沖縄県域
で 218 件の水中文化遺産候補地が検討されてお
り，候補地はそれぞれの遺跡の性格によって以下
の種別に分類されている．
①水中遺跡：常時水面下にある遺跡
② 海岸遺跡：一時的または周期的に水面下にあ
る遺跡で潮干帯遺跡
③ 関連文化財（遺産）：陸上に所在する海関連
の文化財
④ 海揚がりの遺物：遺跡に伴わない，あるいは
伴うかどうか不明な遺物
⑤ 伝承・記録：遺物や遺跡が確認されていない
もの
沖縄県内の水中文化財の多くは，1849 年に北
谷町沖で座礁・沈没したイギリス東インド会社の
インディアン・オーク号などのように船舶の遭難
に関わるものであるが，名護市の大堂原貝塚や読
谷村渡具知東原遺跡など縄文時代早期末～中期頃
までの複数の遺跡や遺物包含層が海抜 0 m付近
で確認されており，また，近代以降も使用が認め
られる魚垣（石干見），石切場跡や塩田もある．

文化
財の
種類

名称 種別 登録年月日 住所 時代

登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）

旧東洋製糖燐鉱石積荷桟橋 産業 次 土木構造物 島尻郡北大東村字港地先 大正

西桟橋 交通 土木構造物 八重山郡竹富町字竹富地先 昭和前

伊古桟橋 交通 土木構造物 八重山郡竹富町字黒島地先 昭和前

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

宮良川のヒルギ林 天然記念物 石垣市字宮良

慶佐次湾のヒルギ林 天然記念物 国頭郡東村字慶佐治港原

星立天然保護区域 天然記念物 八重山郡竹富町字星立

仲の神島海鳥繁殖地 天然記念物 八重山郡竹富町仲の神島

仲間川天然保護区域 天然記念物 八重山郡竹富町大富、大原

南大東島東海岸植物群落 天然記念物 島尻郡南大東村字旧東

川平湾及び於茂登岳 名勝
石垣市字崎枝高田ほか 筆

及び地先海面

東平安名崎 名勝 宮古島市城辺字保良平安名

喜屋武海岸及び荒崎海岸 名勝 天然記念物 糸満市字東里、喜屋武

名護市嘉陽層の褶曲 天然記念物 名護市

石垣島東海岸の津波石群 天然記念物 石垣市

八重干瀬 名勝 天然記念物 宮古島市

 

Table 1．  National designated cultural properties in the 
coastal area of Okinawa Prefecture.

表 1．沖縄県の海岸域に存在する国指定の文化財．

 

沖縄県 全国合計

概
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在
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海

河川

湖沼・池

その他

時

代

別

縄文

弥生

古墳

古代

中世

近世

不明

Table 2．  Number of underwater heritages of Okinawa 
Prefecture registered as the well‒known place 
containing a buried cultural property.

表 2．  沖縄県における周知の埋蔵文化財包蔵地として
登録されている水中遺跡数．
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Photo 1 は，読谷村西海岸の石切場跡で，大正末
期から昭和戦前まで石の切出しが行われていた．
石は，干潮時に切り出され，満潮時に水の浮力を
利用して陸揚げされ，琉球の屋敷の囲い塀として
利用されていた．魚垣は海岸に石を積み上げ，潮
の干満で石積みの内側に取り残された魚を捕る伝
統的な漁法で，潮差が大きく適当な岩石やサンゴ
石灰岩が入手できる海岸線ではかなり広く観察で
きる定置漁法である．先島諸島小浜島の魚垣は大
きなもので全長 760 mもある．近年，近代的な
漁法の普及により姿を消しつつあるが，その文化
的価値が再評価されてきているものの，高潮時に
水中に没することから，沿岸を航行する漁船や海
洋レジャーにとっては危険な障害となるもので，
魚垣の保護は，単なる環境保全や文化保全という
見地からのみではなく，広く海岸線の管理全体と
いう脈絡で論じられなければならない政治経済の
テーマでもあることが指摘されている（アジア水
中考古学研究所，2012）．

3.2　水中文化遺産の課題
将来の調査技術の発展により，今後，遥か沖合
いで文化遺産が見つかる可能性があるが，現状の
法律ではこれら文化遺産の保存にかかる責任の所
在が不明である．
また，日本は未加盟であるが 2009 年に発効し

た水中文化遺産保護条約では，水中文化遺産は少
なくとも 100 年間は水中にあったものと規定され
ているものの，日本では，平成 10（1998）年 9
月の文化庁通知「埋蔵文化財の保護と発掘調査の
円滑化等について」（文化庁，1998）では，埋蔵
文化財として扱うべき遺跡の範囲の原則として，
おおむね中世までに属する遺跡とし，以後のもの
は地域において必要なものとし，判断は地域に任
せている．沖縄県立博物館・美術館主任学芸員片
桐千亜妃は，対象とする水中文化遺産の年代が国
際条約とのギャップが大きく，近世以降の文化財
保全が懸念されるものの，沖縄では，沖縄戦によ
り多くの古文書や文化財が破壊されたことから，
近世以降の歴史と文化を復元するツールとして考
古学が重要な役割を果たしているとし，近世以降
どころか，近代～戦前の古墓や古集落も積極的に
「遺跡」として認識し埋蔵文化財包蔵地として保
護の対象と論じている．
文化庁では元の軍船や遺物が発見された長崎県
松浦市鷹島町神崎免の沖合い海域を，日本で初
めての海底遺跡「鷹島神崎遺跡」として平成 24
（2012）年 3 月 27 日に指定されたことを踏まえ，
水中遺跡の調査，保存及び活用について「水中遺
跡調査検討委員会」を設置し検討を進めており（文
化庁，文化財），成果が期待される．
海上保安庁海洋情報部は海底調査能力が高く，
沈没船等水中文化遺産の情報について，博物館や
都道府県・市町村の教育機関などの関係機関との
情報交換を密にしていくことが望まれる．

4　‌‌海洋台帳に掲載する水中文化遺産に関する情
報の検討
海洋台帳には，史跡，名勝や天然記念物などの
記念物を中心とする陸上（海岸付近に限る）の文
化財は登録されているものの，水中文化遺産に関
する情報はほとんど登録されていないことから，
海洋台帳に掲載する情報について検討するために
沖縄県内の水中文化遺産のデータを沖縄県立埋蔵
文化財センター，沖縄県立博物館・美術館，南西
諸島水中文化遺産研究会から提供いただいた．

Photo 1．  Historical site of quarry at the west coast of 
Yomitan village.

写真 1．読谷村西海岸石切場跡．
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海洋台帳への掲載情報について検討を行うにあ
たり，水中文化遺産の属性データを Table 3 のと
おり，No.，名称，種類，年代，立地，所在地，位置，
登録の種類及び概要として整理し，可能な限り属
性情報の追加及び今回整理した属性データに従い
データの再整理を沖縄県立博物館・美術館の協力
により行った．
属性データの水中文化財の種類は，以下の 8項
目に分け，その性格からそれぞれ小分類を行った．
　　①港湾遺跡　　  正保国絵図に示されている港

は，小分類に正保国絵図の港
と注記

　　②遺物散布地　  散布地の場所により，海岸，
河口，水中に小分類

　　③生産遺跡　　  遺跡の種類により，魚垣，塩
田，石切場，スラ所（造船所）
に小分類

　　④貝塚
　　⑤沈没船
　　⑥文献資料　　  文献等から遺跡等の存在が推

測されるが，遺物や遺構が見
つかっていない遺産．正保国

絵図に示された港は，小分類
に正保国絵図の港と注記

　　⑦関連文化財　  水中文化遺産に関連した陸上
にある文化財

　　⑧その他
正保国絵図は，江戸幕府が諸大名に命じて国単
位で作らせた国絵図で，各地の港についても細か
く記載されており，当時の海上交易を推し量る重
要な情報であることから，正保国絵図から港が存
在したことが分かっている場所は，文献資料の小
分類で正保国絵図の港と注記して示すこととし
た．同様に正保国絵図の港で遺物が見つかった場
所は，港湾遺跡として小分類に正保国絵図の港と
注記して示すこととした．
水中文化遺産の位置について，散布地や貝塚の
ように範囲を持つ場合でも各水中文化遺産の全て
が範囲を測量されているわけではないことから，
今回は，水中文化遺産の位置は中心位置とした．
受領データで属性データの不足部分は，沖縄県立
博物館・美術館の協力によりできる限り補った．
時代の分類では，沖縄県史の分類に倣い，先史～
縄文，弥生～平安時代並行時代，中世（古琉球時
代），近世（近世琉球時代），近代，不明に分類し
ている．
今回使用した水中文化遺産データ 227 件の内訳
を Table 4 に示す．
また，海洋台帳の新規機能である利用者保有
データの重ね合わせ機能を使用した位置図を Fig. 

2 に示す．ここで各点は水中文化財の種類により
色分けしている．

Fig. 3 に，海洋台帳での水中文化遺産データの
属性データの表示例を示す．

Fig. 4 に，海洋台帳が保有する国定公園及び漁
業権と水中文化遺産のデータとの重畳例を示す．
水中文化遺産のデータを海洋台帳に掲載するこ
とで，容易に地図上で拡大縮小できる．さらに属
性情報により，個々の水中文化遺産の特徴を知る
ことができることに加えて，海洋台帳に掲載され
ている漁業権や国立公園，国定公園などの情報と
重ね合せ，他の経済活動や保護活動との関係を容

項 目 内 容 値

水中文化遺産の番号 数字、本作業を行うための便宜上の水中文化遺産の番号

名称 水中文化遺産の名称 文字列

種類 水中文化遺産の種類 ①港湾遺跡 ：正保国絵図に示されている港は、小分

類に正保国絵図の港と注記

②遺物散布地 ：散布地の場所により、海岸、河口、水

中に小分類

③生産遺跡 ：遺跡の種類により、魚垣、塩田、石切

場、スラ所 造船所 に小分類

④貝塚

⑤沈没船

⑥文献資料 ：文献等から遺跡等の存在が推測される

が、遺物や遺構が見つかっていない遺産。

正保国絵図に示された港は、小分類に正

保国絵図の港と注記

⑦関連文化財 ：水中文化遺産に関連した陸上にある文

化財

⑧その他

年代 水中文化遺産の年代 先史～縄文 弥生～平安時代並行時代 中世 古琉球時

代 近世 近世琉球時代 近代 不明

立地 水中文化遺産の立地状況 海底 リーフ 潮干帯 海岸 河口 陸上

所在地 水中文化遺産の所在地 文字列

位置 水中文化遺産の位置 緯度 経度

登録の種類 水中文化遺産の登録の種類 国指定 都道府県指定 市町村指定 埋蔵文化財包蔵地

概要 水中文化遺産の概要 水中文化遺産の概要説明

 

Table 3．  Attribute data of underwater cultural heritages 
and properties used in this study.

表 3．  海洋台帳の新たな登録情報の検討のための水中
文化遺産属性データ．
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易に知ることができることを確認できた．

5　今後の課題
沖縄県では海洋レジャーが盛んであり，海域の
利用開発も活発である一方，海中や沿岸域に多く
の文化遺産が存在することが意外に知られていな
いことから，これら文化遺産の保護のために，ど
こにどのような文化遺産が存在するかといった情
報を，海を利用する人々に広く周知させる必要が
ある．そのためのツールとして海洋台帳の可能性
を，今回，海洋台帳の新規機能として追加された
利用者の保有するデータを地図上に重ね合わせす
る機能を使用して検討したところ，十分に可能性

 

種類

年 代（重複あり）

計先史

縄文

弥生

平安
中世 近世 近代 不明

港湾遺跡   22 32 35  40 

遺物散布地 7 4 11 16 15 4 32 

生産遺跡    73 77 1 78 

貝塚 4 3     6 

沈没船    5 5 1 9 

文献資料   3 40 40  40 

関連文化財   3 4 12 4 21 

その他      1 1 

計 11 7 39 170 184 11 227 

Table 4．  Breakdown of the underwater cultural heritage 
and properties used in this study.

表 4．海洋台帳へ掲載を検討した水中文化遺産の内訳．

 

Fig. 2．  Location of all underwater cultural heritages and 
properties on the Marine Cadastre.

図 2．  海洋台帳の機能を用いた全水中文化遺産データ
の位置．

 

Fig. 3．  An example of displaying attribution data of an 
underwater cultural heritage.

図 3．  海洋台帳に重ね合わせた水中文化遺産データの
属性データの表示例．

 

Fig. 4．  An example of overlaying the under water 
cultural heritages and properties on the fishing 
rights and quasi‒national parks of the Marine 
Cadastre.

図 4．  海洋台帳の国定公園及び漁業権情報と水中文化
遺産の重畳．

があることが明らかとなった．
一方，水中文化遺産の海洋台帳への掲載を全国
規模で進める場合の課題として，時代区分の取り
扱いがあげられる．沖縄では，12 世紀以前は狩
猟採集が中心で先史沖縄時代と呼ばれ，弥生・古
墳時代から平安時代は無理に分けず「弥生～平安
時代並行時代」としており，農耕社会が形成さ
れ各地にグスクが築かれ始めた 12 世紀から琉球
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王国の成立をへて 1609 年の島津侵入までの中世
を総称して古琉球，続いて琉球処分が行われる
1879 年までの琉球王国時代を近世琉球時代とし
ている（沖縄県立総合教育センター，琉球文化アー
カイブ沖縄の歴史）．このことは，沖縄の中でも
先島と総称される宮古・八重山諸島とは異なり，
日本全体で文化財の情報を取り扱う場合，時代区
分のデータの取扱いに注意が必要である．
また，海洋台帳で水中文化遺産の情報を提供す
る場合，その保護の観点から，これら水中文化遺
産が法律で保護されていることを知らしめていく
ことも重要である．
今回検討した水中文化遺産を海洋台帳で一般に
提供するには，全国的規模での情報収集やデータ
整理について検討される必要があり時間を要する
見込みであることから，今回，整理した沖縄県内
の水中文化財を Fig. 5 に示すように一覧図を作成
し，これら水中文化遺産が法律で保護されている
ことと共に，第十一管区海上保安本部のホーム
ページで紹介することとした．
今回の作業で使用した 227 件の水中文化遺産以
外にも今回の検討に含まれていない水中文化遺産
が存在し，今後も水中及び沿岸の文化遺産の調査
研究により新たな水中文化遺産が見つかることは
明らかである．また逆に開発や劣化により残念な
がら失われていくものも存在することから，今後
も継続的に係る情報の更新に努める必要がある．
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要　　旨
第十一管区海上保安本部の管轄域である沖縄の
海は，温暖でサンゴ礁が発達し，透明度も高く，
年間を通じて，ダイビングやシュノーケリング等
海洋レジャーが盛んである一方，水中文化遺産も
多く存在している．
しかし，これらの水中や沿岸に存在する水中文
化遺産は，一般にあまり知られていない．
本報では，沖縄における海域の利用と水中文化
遺産の保護に貢献することを目的に，沖縄県内の
水中文化遺産の海洋台帳への掲載について検討し
た結果について報告する．



－ 139 －

Trial study to add new information of the underwater cultural heritages and properties of Okinawa into the Marine Cadastre database

")#*
GFGF")

GF

")

")

GF

")
#*
#*GF GF#*#*

#*

")

")

")
")

")

GF

")

")#*#*

GF
GF

")
#*

GF")

")

GF

#*

")GF

")GF

GFGF

#*#*

GFGF
GF

")

")
")#*

")

GF

")

GF

")GF

#*
GF

")
")

#*

")

GF

")

GF
")

")

")

")")

GF
GFGF

GFGF#*

")

")")

")

")

12

3

4

5

6

7

8
9

10

11
12

13

14

15

16

17

18

19

2021

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53
54

55

56
57

58
59

60
61

62
63

64

65

66

67

68

69

70

71
72

73

74

75
76

77

78

79

80

81

82

83

84
85

86

87

88

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103
104

105

106

107

108

109

110

212

213

214

215

216

217

218

222

223

224

225

226

227

凡　例

GF 沈没船

GF 港湾遺跡

生産遺跡

貝塚

") 遺物散布地

") 文献資料

#* 関連文化財

その他

沖縄県水中文化遺産一覧

")

GF

GF

")")

")

")

GF

#*

")
")

")
")

")
")

GF

GFGF
")

")

")

")GFGF
")

")

")

GFGF

")

")

GF

GF
222

221

211

210
209

208

207

206

205

204
203

198

197196

195

194

193

192

190

189

188

186

185

184

183
182

181

180

179

178

177

176

175

174

173

172

171

170

169

168 167

166

165

164

163

162

161

160

159

158
157

156

155
154

153

152

151

150 149

148

147

146

145

GF")

")

#*GFGF
")

")

")

")

GF
")

")")

#*
#*
GF

")

") GF
")

")

")#*GF
144

143

142

141

140

139

138

137

136

134

133

132

131

130

129

128

127

126

125

124

123

122

120119

118

115
114

113

112111

")

GF

89

219

宮古列島 大東諸島

先島群島

（平成26年3月）

")

#*

#*

")

")

")

38

36

35

34
33

227

223

217

216
215

214

213

212

")

")

GF

")

GFGF

")

")

")

GF
GF

161

162

164

165

173

179

180

181

182

183
184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199200

201

202

203

204

205

206

西表島

屋我地島

伊平屋島

伊是名島

伊江島

水納島

平安座島

津堅島

久高島

粟国島

渡名喜島

渡嘉敷島

座間味島

阿嘉島

久米島

北大東島

南大東島

宮古島

伊良部島

池間島

下地島

水納島

多良間島

石垣島

黒島

波照間島

与那国島

西表島

Fig. 5．Location map of the underwater cultural heritages and properties of Okinawa Prefecture.
図 5．沖縄県水中文化遺産一覧．


